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	以上のように、人事院側は「50歳台後半層で大きな官民格差があり、民間とのバランスを取るためにそれを解消する必要があり、50歳台後半層の給与に一定率を乗じて給与を引き下げる必要がある」との考えを繰り返すばかりで、公務員連絡会が求めた①年齢だけを理由として給与を下げることの合理的で納得できる説明、②民間企業の50歳台後半の給与が下がったことについてのきちんとした説明は、まったくなされませんでした。

このため、最後に、公務員連絡会が「これまで議論を積み重ねてきたが、人事院からは一切合理的で納得できる説明がなかった。この状態でこれ以上議論はできないので、まずは今回の提案は撤回し、民間の給与実態についてきちんとした調査を行い、その上で改め
	
	
	めて議論することを強く申し入れる。本年、官民格差差を埋める必要が出た場合の対応として、50歳以上について俸給の傾斜配分を行うことについては議論に応じる考えであり、加えて俸給の特別調整額の引下げも考えられる」と今回の提案の撤回を迫るとともに、本年は必要があれば傾斜配分等の議論には応じる考えなどを提起しました。
これに対し、根本審議官が「今日の説明は不十分で納得できず、きちんとした調査を行い、改めて提案すべきという意見と、本年は傾斜配分等で対応してはどうかという提案は上に伝えたい。今日の議論を踏まえて、人事院としてどう対応していくか検討してまいりたい」との見解を示したことから、これを確認し、７月６日の交渉を打ち切りました。































































































公務員連絡会は、７月６日、「50歳台後半層の給与引下げ」をめぐる２回目の人事院交渉を実施しました。前号では、50歳台後半層の給与引下げに対する人事院に対する追及を報告しました。公務員連絡会の今交渉についての見解です。
























































冠婚葬祭をはじめ、急にお金が必要になったときの生活資金の貸付けです





① 金　　額　　　５万円まで貸付け（なお委員長が必要と認めればこの限りではありません）


② 利　　息　　　無利子


③ 返　　済　　　返済計画を申込時に確認。通常、賃金・手当日を返済日とし担当者へ持参。


④ 手 続 き　　　加藤書記次長（建設課）へ申し込んでください。

















津別町でも二つの団体が助成をいただきました


・2009年度　津別町手をつなぐ育成会　（会長　新鞍忠信さん）


・2010年度　ちびっ子クラブ　（代表　鴇田裕子さん）
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津別小学校の「集め委員会」が社会貢献活動としてベルマークとリングプルを集めています。二つの箱が戸籍年金のカウンターにあります。ぜひ、ご家庭からお持ちください。


◎庁舎ホールの自動販売機では、「生茶」と「キリンレモン」がベルマーク付！！


























「北海道ろうきん」では、これまでの成果の一部を、会員の皆様のご理解を得ながら、障害者・高齢者福祉やボランティア・NPO活動など、人にやさしい社会づくりのために活用しています。








私たちは、少子高齢化・成熟化など社会環境の変化の中で、国や地方自治体・個人の力だけでは解決できない多くの社会的課題を抱えております。それらの課題に対して熱心に取組んでいるNPO団体やボランティア団体は、より良い社会づくりの新しい担い手として注目されております。


そうした団体を応援するために、北海道ろうきんは創立50周年を契機に、「北海道ろうきん社会貢献助成制度」を2001年度に創設しました。これまで9年間に、総額約6,700万円の助成を実施しております。


2009年度は55団体からの応募があり、内47団体に対して計811万円の助成を行いました。今年度も同様に本助成制度を実施いたします。�　働く人々の夢と共感を創造し、誰もが喜びを持って共生できる社会の実現を目指して、ろうきん も草の根の「市民活動・福祉活動」をあと押しします。








